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工業製品への搭載を目的とした機能性分子の論理的
設計











（Logical Design of Functional Molecules for 





















































































































第２章 有機 EL材料の論理的分子設計 
本章では第１章で述べた、“現象解明から課題抽出”と、“分子設計による対策”、という開発手法を、




















第３章 新規π共役化合物の創出と有機 EL素子への適用 














数の 2-ピリジル基を有する化合物が有機 EL材料として有用であることを証明した。 































第４章 有機 EL素子開発における産学連携の重要性 
 第３章にも記載したように、有機 EL 素子の性能を大きく改善するには機能性化合物の創出が最も効
果的である。一方で有機 EL が発明されて 27年が経過し、数多くの企業や研究機関が適用できる化合物
について詳細な検討を行ってきた。有機 EL は、縮退されたπ共役系を電子がホッピング移動して伝搬
 
することを発光メカニズムの基本としているため、有機 EL 材料開発は、換言すると縮退π共役化合物
開発であり、今後革新的な材料を見いだすためには本博士論文で述べたような、論理的な分子設計指針
を具現化する、これまでに検討されていない新たなπ共役化合物を設計し、合成することが必要となっ
てくる。また、有機 EL 素子は電子ディスプレイのみならず、照明やインジケータとしても有効である
ことがわかっており、量産も始まっているが、軽量化やフレキシブル化などのデバイス特性の要望に加
え、低コスト化の市場要求は非常に高く、今後は生産方式として塗布成膜を多用することになると予想
される。そのためには、素子内部で起こっている現象を的確に捉え、蒸着成膜よりも分子に対する要求
の厳しい塗布成膜に対応する化合物を確実に創り上げて行かなければならない。企業単独で行う材料開
発には、能力、専門性、費用等に限界があり、特に新規物質を見つけ出すことにおいては有機合成反応
や構造有機化学を研究対象としている大学等公共研究機関との連携が今後ますます重要になってくる
と思われ、高い目標を共有した高度なレベルの産学連携が必要不可欠であると考えている。 
本博士論文で述べたように、“工業製品への搭載”を最終目的に据えて、“本質”を的確に理解して“形
式知化”し、それを“分子設計に反映させる”ことが、様々な産業分野に適用できることを実証できた。  
今後は実際の商品開発を通じ、この手法を若い世代に伝承して行くことにより、若手技術者を育成し
つつ、さらなる機能性化合物の発展に貢献したいと考えている。 
